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はじめに

　日本産真珠化石は，新第三紀中新世以降産出が知られている．

静岡県の下部更新統掛川層群大日層（Itoigawa  et  al.,  1981;;  柄沢，

1982），岐阜県瑞浪市及び恵那市の中新統瑞浪層群（Itoigawa  et  
al.,  1981;;  奥村・柄沢，1994），滋賀県の中新統鮎河層群（柄沢・

糸魚川，1993），そして，広島県の中新統備北層群（奥村ほか，

1985）から報告がある．また，縄文時代以降の貝塚や遺跡からの

出土も記録されている（松本，1999）．
　筆者の一人，小林は，2012 年４月 29 日，愛知県田原市赤羽根

町高松海岸の中部更新統渥美層群豊橋層から貝付き真珠を発見し

た．本稿では，この真珠化石を記録し，今後の研究の一資料とし

たい．

　資料の撮影には，名古屋大学環境学研究科地質・地球生物学教

室の日立製日立低真空分析走査電子顕微鏡 SU6600を使用した．

顕微鏡の利用に便宣を図っていただいた名古屋大学環境学研究科

地質・地球生物学教室の諸氏に深く感謝します．

　

産地・地質概説

　今回報告する真珠化石は，愛知県田原市赤羽根町高松海岸に分

布する渥美層群豊橋層高松シルト質砂岩部層より産した（柄沢・

田中，1994，図１）．本層は，青灰色のシルト質中〜細砂および

砂質シルトよりなり，多量の貝類・十脚類・生痕などの化石を含

む．産出する貝化石から本層堆積の初期は内湾性の環境であり，

それ以後，外洋水の影響を強く受ける環境へ変化したと推定され

ている（杉山，1991 など）．また，堆積相の検討から本層は海進

期に形成されたバックバリアー相と解釈されている（廣木・木宮，
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1990）．島本ほか  (1994)は，石灰質ナンノ化石およびESR年代（0.44
± 0.19Ma）に基づき豊橋層の地質年代を中期更新世とした． 最

近，中島ほか（2008）は，豊橋層に挟在する伊古部− 1 テフラを

認め，広域テフラの加久藤テフラと対比し，本層が海洋酸素同位

体比ステージのMIS9の堆積物であることを示した．

真珠化石について

　産出した標本（MFM112431，瑞浪市化石博物館所蔵）（Fig.  1.1
–4a）は，二枚貝の殻片の内殻に固着した貝付き真珠である．に

ぶい光沢があり，長径約 0.622 mm, 短経 0.526 mm で，亜球状で

ある．殻片の特徴から Solecurtus divaricatus（Fig.  1.5a,  b）がその

母貝と判断できる．

　これまでに真珠化石は，Anadara satowi castellata（Itoigawa  et  
al.,  1981;;  柄沢，1983），Barbatia minoensis（Itoigawa  et  al.,  1981），
Mytilus coruscus（奥村・柄沢，1993）と，Crassostrea gravitesta
のものが３例（奥村ほか，1985；柄沢・糸魚川，1993；奥村・柄

沢，1994）が報告されている． このうち，Barbatia のみが貝付

き真珠の化石であり，その他は単体真珠の化石であった．したが

って，Solecurtus divaricatus が形成したものとしては初めての発

見であり，貝付き真珠として日本では二例目の報告となる．
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Fig.  1.  1–3,  真珠化石，MFM112431,  中部更新統渥美層群産，1, 2 はスケール＝ 500 μm；3 はスケール＝

2  mm.  4a,  b,  真珠化石とその母貝 Solecurtus divaricatus，  MFM112431,  中部更新統渥美層群産，スケ

ール＝1  cm，a, 内面側 ;;  b，外面側．5a,  b,  Solecurtus divaricatus，  MFM112432,  中部更新統渥美層群産，

スケール＝ 1  cm，a, 内面側；b，外面側．

Fig.  1.  1–3,  pearl,  MFM112431,  middle  Pleistocene  Atsumi  Group,  scale  bars  (1,  2)  =  500  μm;;  (3)  =  2  mm.  4a,  b,  
Solecurtus divaricatus associated  with  pearl,  MFM112431,  middle  Pleistocene  Atsumi  Group,  scale  bar  =  
1  cm，a,   inner;;  b，outer  view．5a,  b,  Solecurtus divaricatus，  MFM112432,  middle  Pleistocene  Atsumi  
Group,  scale  bar  =  1  cm，a,  inner;;  b，outer  view．


